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2050年2030年 2040年社会実装 事業拡大 主力事業へ

資源循環・リサイクル（使用済みプラスチック・ソーラーパネル・全固体リチウム電池）

ブルーアンモニア

出光グリーンエナジーペレット

Type別サービスステーション
超小型EV
EV充電・メンテナンス
MaaS
分散型電源

ブルー水素

合成燃料・化学

SAF・バイオディーゼル
バイオ化学・潤滑油

CCUS

リチウム電池材料
環境対応型農畜産資材
高速通信・次世代ディスプレイ
モビリティ軽量・強靭化

3つの事業領域における「社会実装テーマ」

2050年CN・循環型社会において、エネルギーとCNソリューションのメインプレイヤーと
なるべく、2030年までに社会実装に取り組む

* CCUSは、多様な省資源・資源循環ソリューションの事業領域に分類

スマートよろずや

多様な省資源・
資源循環ソリューション

一歩先のエネルギー

カーボンフリー水素

カーボンフリーアンモニア

CCUS*（規模拡大）

電化・電動化ソリューション

バイオ・ライフソリューション
ICTソリューション

多様なエネルギー・
モビリティサービス

非可食系バイオマス原料による燃料・石油化学

脱炭素化 CN

合成燃料・化学（規模拡大）

事業領域

CNXセンター

先進マテリアルカンパニー

スマートよろずや
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CNトランジション戦略検討会

CNトランジションに向けたマネジメント体制

経営直下型のマネジメント体制により、早期実装を図る

* テーマは、外部環境、検討の進捗状況に応じて適宜見直しを実施

経営委員会

ポートフォリオマネジメント
による最適な資源配分

経営直下型による
「迅速」かつ「柔軟」な

意思決定

事業部 経営直下型 部門横断プロジェクト

2030年実装テーマ* 

出光グリーンエナジーペレット
先進マテリアル
スマートよろずや
再生可能エネルギー 等

CN案件

ﾊﾞｲｵ
燃料

ﾌﾞﾙｰ
ｱﾝﾓﾆｱ

ﾌﾞﾙｰ
水素

CCUS
使用済み
プラスチック
リサイクル

カーボン
フリー
水素

CNトランジション
戦略推進チーム

経営企画部

合成燃料

3



4

一歩先のエネルギー

石炭火力

内燃機燃料

航空機燃料

出光グリーンエナジーペレット

ブルーアンモニア ／ カーボンフリーアンモニア

バイオ混合ガソリン

バイオディーゼル

ブルー水素 ／ カーボンフリー水素

FCV向け水素

船舶燃料用アンモニア

HEFA*³（油脂系）

ATJ*²（エタノール系）

セルロース系

SAF*¹

混焼

専焼混焼

合成燃料

2050年2030年 2040年2022年

トランジション バイオ燃料 次世代燃料 CN燃料（水素・アンモニア等） （合成燃料等）

脱炭素化 CN

※主な社会実装テーマ

一歩先の
エネルギー

いつの時代も“常に”一歩先のエネルギーを「安定供給」することで、
人びとの暮らしと地球環境を守る責任を果たす

*¹ SAF：Sustainable Aviation Fuel （持続可能な航空燃料）*² ATJ：Alcohol to Jet（アルコールを原料にするSAF製造方法）

*³ HEFA：Hydroprocessed Esters and Fatty Acids(使用済み食用油や植物油などを水素化処理するSAF製造方法)



国内需要に合わせた精製能力再編とCNXセンター化

⚫ 2030年国内燃料油需要は、2022年比で約２割程度減少する見通し

⚫ 国内需要減を見据えて精製能力を段階的に削減することで、当社グループ全体で
現行稼働率（約90%程度）を維持
→安全・安定供給と収益力を維持しつつ資本効率の改善を図る

⚫ 同時に既存製油所・事業所設備を活用し、CNXセンター化を進める

※富士石油の精製能力は除く

今後の精製能力削減の方向性 製油所・事業所のCNXセンター化

東亜石油の
完全子会社化
に向けた意思決定

2022年9月 2024年3月末

西部石油精製
停止12万BD

2030年

更に18万BD程度の
精製能力削減を検討

95万
BD 83万

BD

12万BD

65万
BD

18万BD

12万BD

2022年 2025年 2030年

当社グループ精製能力

2022年比

▲30万
BD相当

北海道製油所

千葉事業所

京浜製油所

愛知事業所

四日市製油所

徳山事業所

山口製油所

関東地区

中部地区

北海道地区

中国地区

一歩先の
エネルギー
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CNXセンター化構想

⚫ 各地の特色と需要に応じたCNXセンター化を実現 ⇒CN＋地域貢献

⚫ 2030年までにモデルを構築し、実証を進める

北海道製油所

千葉事業所

京浜製油所

愛知事業所

徳山事業所

山口製油所

北海道地区
◼ 再エネを活用した水素製造

◼ CCUSによるCO2の資源化

◼ 合成燃料の製造

豊富な再生可能エネルギーと
寒冷地における液体燃料需要

関東地区
◼ 水素サプライチェーンの構築

◼ SAF、バイオディーゼル、バイオ化学の製造

◼ 使用済みプラスチックリサイクル

コンビナート（化学工場集積地）、
発電所、製鉄所における水素需要

中部地区

◼ 水素サプライチェーンの構築

◼ SAF、バイオディーゼル、バイオ化学の製造

コンビナート、発電所、製鉄所
における水素需要四日市製油所

コンビナート、発電所における
化石燃料代替のアンモニア需要

中国地区
◼ アンモニアサプライチェーンの構築

◼ SAF、バイオディーゼル、バイオ化学の製造

◼ 国産材を活用したバイオマス
(発電・熱供給、セルロース系バイオマス原料・燃料・石油化学）

一歩先の
エネルギー
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SAF製造技術



【参画企業】
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（出所：出光興産HP）

【スキーム全体】

当社の北海道製油所（苫小牧）にて、産業設備の排出ガスなどから分離回収したCO2を
原料としてSAF製造、フライトまでの一気通貫したサプライチェーン構築の検討を行っている。

合成燃料による航空機燃料のサプライチェーン構築
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以上




